
　

市
議
会
は
、
平
成
22
年
2
月
定
例

会
を
2
月
17
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で

の
35
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
市
長
提
出
の
平
成
22

年
度
各
会
計
予
算
な
ど
33
議
案
の
ほ

か
、
意
見
書
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
、
2
月
26
日
、

3
月
1
日
、
2
日
の
3
日
間
に
わ
た

り
17
名
の
議
員
が
行
い
、
市
政
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
か
ら
市
長
・
教
育
長
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
予
算
（
説
明
・
討
論
） …
…
…
…
2

●
特
別
会
計
予
算
（
説
明
・
討
論
） …
…
…
…
4

●
企
業
会
計
予
算
（
説
明
・
討
論
）、
意
見
書 

 …
6

●
一
般
質
問 

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

●
審
議
結
果
一
覧
表
、
5
月
臨
時
会
の
予
定 

 …
14

主

な

内

容

２
月
定
例
会

（
ペ
ー
ジ
）

平成２２年度　一般会計・特別会計・企業会計あわせ

総額1,098億2,105万円の予算を可決
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太
平
洋
戦
争
終
結
直
後
、
軍
に
よ
る

焼
却
命
令
を
逃
れ
保
存
さ
れ
て
き
た
旧
敷
地
村
役
場
の
資
料
で
す
。
戦

争
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
、
全
国
で
7
例
と
さ
れ
9
月
30
日

ま
で
市
歴
史
文
書
館
企
画
展
で
公
開
中
で
す
。
な
お
、
市
は
今
年
度
、

平
和
の
尊
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
、
市
内
中
学
生
10
名
程
度
を
広
島
平
和
記
念
式
典
に
派
遣
し
ま
す
。
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平成22年度 一般会計予算

576億9,000万円を可決

　

予
算
総
額
は
5
7
6
億
9
千
万

円
で
、
前
年
度
比
18
億
1
千
万
円
、

3
%
の
減
額
で
す
。
こ
れ
は
扶
助

費
や
公
債
費
が
増
額
と
な
る
一
方
、

普
通
建
設
事
業
の
大
幅
な
減
額
等

が
要
因
で
す
。
な
お
、
子
ど
も
手

当
と
児
童
手
当
の
差
が
約
20
億
円

あ
り
、
実
質
的
に
約
38
億
円
の
事

業
費
縮
減
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
市
税
は
、
個
人
市

民
税
及
び
法
人
市
民
税
の
大
幅
な

減
額
等
で
10
・
4
%
、
28
億
2
9

7
2
万
3
千
円
の
減
額
と
な
る
2

4
2
億
5
8
1
4
万
4
千
円
を
見

込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
①
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
に

対
す
る
補
助
の
拡
大
等
。
②
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
主
要
幹
線
道
路
の
整
備

等
。
③
豊
か
な
心
を
育
み
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
城
山
中

学
校
武
道
場
の
改
築
工
事
等
。
④

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

久
保
川
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

や
自
主
防
災
組
織
等
へ
の
支
援
等
。

⑤
や
さ
し
さ
、
ふ
れ
あ
い
、
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
充
等
。
⑥
交
流

と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

立
地
企
業
へ
の
助
成
や
耕
作
放
棄

地
対
策
等
で
す
。

　

賛
成
24
（
五
・
誠
・
新
・
公
・

市
・
争
）
、
反
対
3
（
共
）
に
よ

り
可
決
。
※
欠
席
2
（
五
・
誠
）

　

一
般
会
計
予
算
に
対
し
3
人
の

議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
職
員
の
退
職
手

当
か
ら
4
5
0
0
万
円
減
額
し
、

木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業
補

助
金
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

　

提
出
者
か
ら
、
退
職
手
当
は
勧

奨
退
職
者
15
人
分
を
見
込
み
で
計

上
し
て
い
る
一
方
、
市
が
上
乗
せ

し
て
い
た
耐
震
補
助
は
廃
止
・
減

額
し
て
い
る
。
減
災
効
果
の
大
き

な
住
宅
耐
震
化
に
、
積
極
的
か
つ

継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

な
ど
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

賛
成
10
（
五
・
争
）
、
反
対
17

（
五
・
誠
・
新
・
共
・
公
・
市
）

に
よ
り
修
正
案
を
否
決
。

※
欠
席
2
（
五
・
誠
）

（修正案を否決）

平成22年度 一般会計予算

（修正案を否決）
576億9,000万円を可決

歳　　入

市　税 242億5,814万円 42.0%

内　訳

　（市民税）

　（固定資産税）

　（都市計画税ほか）

（88億9,822万円）

（127億7,259万円）

（25億8,733万円）

市　債 71億5,830万円 12.4%

国庫支出金 65億1,794万円 11.3%

地方交付税 50億円 8.7%

諸収入 42億8,111万円 7.4%

県支出金 24億8,290万円 4.3%

地方消費税交付金 18億5,000万円 3.2%

繰入金ほか 61億4,161万円 10.7%

合　計 576億9,000万円 100.0%

歳　　出

民生費 144億5,256万円 25.0%

衛生費 86億7,205万円 15.0%

公債費 78億5,092万円 13.6%

土木費 71億1,251万円 12.3%

総務費 69億2,695万円 12.0%

教育費 56億5,171万円 9.8%

労働費 28億1,732万円 4.9%

消防費 18億2,938万円 3.2%

農林水産業費 10億7,356万円 1.9%

商工費 9億4,228万円 1.6%

議会費ほか 3億6,076万円 0.7%

合　計 576億9,000万円 100.0%

実
質
的
に
は
38
億
円
の
事
業
費
縮
減

修
正
案
を
提
出

ー 2ー

いわた市議会だよりいわた市議会だより平成22年5月1日　No.25



（
誠
）
修
正
案
に
反
対
し
、
原
案

に
賛
成
す
る
。

　

経
済
不
況
に
よ
り
市
税
が
大
幅

な
減
額
と
な
る
状
況
下
で
、
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
導
入
認
証
に
向

け
た
取
り
組
み
や
医
療
費
助
成
の

拡
充
等
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

き
め
細
か
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
一

定
の
評
価
を
す
る
。
し
か
し
、
予

算
執
行
は
透
明
性
を
確
保
し
適
正

に
行
い
、
適
時
的
確
に
補
正
等
で

対
応
す
る
こ
と
も
期
待
す
る
。

　

修
正
案
に
つ
い
て
、
耐
震
補
助

は
新
築
を
含
め
た
助
成
も
重
要
と

考
え
る
。
ま
た
国
県
市
に
よ
る
耐

震
設
計
費
用
の
助
成
制
度
が
あ
り
、

今
の
財
政
状
況
や
公
平
・
平
等
の

観
点
か
ら
市
の
上
乗
せ
助
成
の
減

額
は
や
む
を
得
な
い
。
勧
奨
退
職

者
の
退
職
手
当
の
計
上
は
、
22
年

度
の
税
収
見
込
み
、
23
年
度
以
降

の
財
政
見
通
し
等
、
総
合
的
に
判

断
す
る
と
苦
渋
の
選
択
で
あ
っ
た

と
推
察
す
る
。
よ
っ
て
、
修
正
案

に
反
対
し
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

（
共
）
原
案
に
反
対
す
る
。

　

ぬ
く
も
り
を
強
調
し
な
が
ら
、

自
己
責
任
的
に
片
付
け
る
こ
と
が

随
所
に
見
ら
れ
る
予
算
で
あ
る
。

歳
出
の
問
題
点
を
6
つ
指
摘
す
る
。

①
支
所
の
正
規
職
員
35
人
削
減
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る
。

②
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事
業
の
市

単
独
補
助
の
削
減
に
よ
り
、
県
内

23
市
中
最
高
の
補
助
か
ら
最
低
の

補
助
に
な
る
。
③
子
供
の
医
療
費

通
院
助
成
拡
大
が
な
く
、
10
月
か

ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
入
院
費
助

成
は
県
の
制
度
に
便
乗
す
る
だ
け

で
あ
る
。
④
豊
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
洗
浄
部
門
が
9
月
か

ら
民
間
委
託
だ
が
、
正
規
の
調
理

員
の
退
職
不
補
充
は
問
題
で
あ
る
。

⑤
保
育
士
の
正
規
職
員
を
増
員
し

て
保
育
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
⑥
防
犯
灯
設
置
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
は
ず
だ
が
、
補
助
金
が
削

減
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
理
由
に

よ
り
、
原
案
に
反
対
す
る
。

（
五
）
修
正
案
及
び
修
正
部
分
を

除
く
原
案
に
賛
成
す
る
。

　

昨
年
8
月
の
駿
河
湾
地
震
の
後
、

地
震
に
対
す
る
市
民
の
関
心
は
よ

り
高
ま
っ
た
と
思
う
。
市
総
合
計

画
の
策
定
に
際
し
、
今
後
10
年
間

の
重
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

市
民
意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、
防
災

に
つ
い
て
関
心
が
高
い
。

　

こ
う
し
た
中
、
合
併
以
降
、
市

が
推
進
し
て
き
た
木
造
住
宅
耐
震

補
強
助
成
事
業
は
、
耐
震
対
策
の

向
上
・
促
進
に
大
き
く
寄
与
し
て

き
た
。
助
成
の
大
幅
な
縮
減
と
い

う
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
無
視

す
る
よ
う
な
進
め
方
は
疑
問
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
の
木
造

住
宅
の
耐
震
対
策
の
向
上
・
促
進

が
懸
念
さ
れ
る
。
市
長
は
就
任
以

降
、
安
心
・
安
全
を
強
調
し
、
市

民
第
一
と
言
っ
て
い
る
。
木
造
住

宅
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
も
施
策
を
後
退
さ
せ
な
い
よ

う
、
継
続
し
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
よ
う
修
正
案
に
賛
成
す
る
。 

（
新
）
修
正
案
に
反
対
し
、
原
案

に
賛
成
す
る
。

　

歳
入
は
、
今
後
さ
ら
な
る
市
税

減
が
予
想
さ
れ
る
中
、
現
在
の
市

の
身
の
丈
に
合
っ
た
予
算
づ
け
を

す
る
こ
と
は
や
む
を
得
ず
、
中
長

期
の
財
政
運
営
を
か
ん
が
み
る
と

評
価
す
る
。
歳
出
は
、
経
常
経
費

を
厳
し
く
削
減
し
、
実
施
計
画
と

補
助
金
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直

し
を
図
っ
て
い
る
中
、
ぬ
く
も
り

の
あ
る
磐
田
の
実
現
を
目
指
し
、

福
祉
・
教
育
に
必
要
な
財
源
を
重

点
的
に
配
分
し
て
い
る
。

　

修
正
案
に
つ
い
て
、
勧
奨
退
職

者
の
退
職
手
当
の
組
み
込
み
は
、

緊
縮
財
政
の
も
と
市
税
収
入
等
の

見
込
み
の
不
確
か
さ
を
か
ん
が
み

る
と
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

に
必
要
条
件
と
考
え
る
。
ま
た
木

造
住
宅
耐
震
補
強
事
業
は
、
市
の

負
担
が
継
続
で
き
る
実
効
性
あ
る

補
助
金
体
質
に
し
た
と
理
解
で
き

る
。
以
上
に
よ
り
、
修
正
案
に
反

対
し
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

（
新
）
修
正
案
に
反
対
し
、
原
案

に
賛
成
す
る
。

　

補
助
金
等
が
大
幅
に
縮
減
さ
れ

て
い
る
一
方
、
ぬ
く
も
り
あ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
実
施

す
る
予
算
編
成
で
あ
る
。
ま
た
今

後
の
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

財
政
構
造
に
転
換
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
る
。
財
政
状
況
の
許
す

範
囲
で
、
生
活
に
密
着
し
た
市
民

目
線
の
予
算
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

　

修
正
案
に
つ
い
て
、
予
測
可
能

な
退
職
金
を
当
初
予
算
に
組
み
込

む
こ
と
は
、
財
源
不
足
の
改
善
が

見
込
め
ず
補
正
予
算
も
期
待
で
き

な
い
状
況
か
ら
、
や
む
を
得
な
い

選
択
で
あ
る
。
耐
震
助
成
は
、
個

人
の
家
屋
の
地
震
対
策
は
自
助
努

力
で
行
う
こ
と
が
基
本
で
は
な
い

か
。
助
成
は
あ
く
ま
で
も
き
っ
か

け
で
あ
る
。
受
益
者
負
担
の
観
点

は
必
要
で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い

措
置
と
考
え
る
。
以
上
の
理
由
に

よ
り
、
修
正
案
に
反
対
し
、
原
案

に
賛
成
す
る
。

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

き
め
細
か
に
配
慮
さ
れ
て
お
り

 
一
定
の
評
価
を
す
る

自
己
責
任
的
に
片
付
け
る
こ
と
が

随
所
に
み
ら
れ
る
予
算

継
続
し
た
耐
震
対
策
の

取
り
組
み
を

ぬ
く
も
り
あ
る
磐
田
の
実
現
を

目
指
し
た
予
算

生
活
に
密
着
し
た市民

目
線
の
予
算

いわた市議会だより
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予
算
総
額
は
1
4
7
億
9
千
万

円
で
、
保
険
税
の
減
収
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
0
・
8
%

（
1
億
2
2
3
6
万
7
千
円
）
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
向

上
等
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状

況
の
健
全
化
と
円
滑
か
つ
適
正
な

事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

賛
成
24
（
五
・
誠
・
新
・
公
・

市
・
争
）
、
反
対
3
（
共
）
に
よ

り
可
決
。
※
欠
席
2
（
五
・
誠
）

　

反
対
（
共
）
厳
し
い
経
済
状
況

下
、
国
保
税
は
家
計
に
重
く
の
し

か
か
り
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
と
い
う
状
況
を
つ
く
り
出
し
て

い
る
。
国
に
対
し
て
国
庫
負
担
の

増
額
を
要
望
し
な
け
れ
ば
、
健
全

な
運
営
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

特
定
健
診
の
自
己
負
担
は
、
県

内
で
一
番
高
く
な
っ
た
が
、
努
力

す
れ
ば
引
き
下
げ
は
可
能
だ
と
考

え
る
。
申
請
減
免
制
度
の
さ
ら
な

る
改
善
、
制
裁
措
置
と
し
て
の
資

格
証
明
書
の
発
行
は
効
果
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
や
め
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
市
も
こ
れ
ら
を
検
討

す
る
こ
と
を
求
め
て
反
対
す
る
。

　

賛
成
（
誠
）
保
険
給
付
費
は
、

診
療
報
酬
の
改
定
を
織
り
込
む
中
、

決
算
見
込
み
か
ら
伸
び
率
に
よ
り

計
上
し
減
額
と
な
っ
た
こ
と
は
適

切
な
判
断
と
理
解
す
る
。
そ
の
中

で
、
特
定
健
診
受
診
率
を
5
%
上

昇
さ
せ
る
目
標
設
定
は
評
価
す
る
。

　

保
険
税
は
、
県
下
の
市
で
安
い

ほ
う
に
位
置
し
て
お
り
、
今
後
も

市
民
生
活
に
過
重
と
な
ら
な
い
配

慮
を
期
待
す
る
。
資
格
証
明
書
等

の
交
付
は
、
特
別
な
事
情
が
な
く
、

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
発

行
す
る
も
の
で
、
制
度
に
基
づ
い

た
適
正
な
執
行
は
必
要
な
も
の
と

考
え
賛
成
す
る
。

　

予
算
総
額
は
13
億
1
2
2
2
万

2
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
1
・

4
%
（
1
8
5
1
万
4
千
円
）
の

減
額
で
、
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
分
担
金
等
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
維
持

安
定
を
図
る
た
め
、
円
滑
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

賛
成
24
（
五
・
誠
・
新
・
公
・

市
・
争
）
、
反
対
3
（
共
）
に
よ

り
可
決
。
※
欠
席
2
（
五
・
誠
）

　

反
対
（
共
）
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
、
75
歳
を
超
え
た
ら
扶
養

家
族
か
ら
外
し
、
収
入
が
な
く
て

も
一
生
保
険
料
を
払
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
最
悪
な
制
度
で
、
制
度

そ
の
も
の
に
反
対
で
あ
り
、
廃
止

を
求
め
る
。
ま
た
、
県
の
広
域
連

合
は
、
22
年
度
の
保
険
料
に
つ
い

て
、
所
得
割
率
を
6
・
84
%
か
ら

7
・
11
%
に
、
均
等
割
額
を
3
万

6
千
円
か
ら
3
万
6
4
0
0
円
に

引
き
上
げ
た
。
こ
う
し
た
値
上
げ

に
基
づ
く
予
算
で
あ
る
。

　

問
題
点
の
多
い
制
度
に
は
賛
成

で
き
な
い
。

　

賛
成
（
五
）
22
年
度
予
算
は
、

法
律
と
制
度
に
基
づ
き
適
切
に
編

成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
広
域
連
合
に
よ
る
運
営
方

式
を
と
る
こ
と
で
、
負
担
と
給
付

の
平
準
化
を
図
る
こ
と
は
、
有
効

な
方
式
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
普
通
徴
収
保
険
料
の

収
納
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
や
、

総
務
費
が
前
年
度
比
較
で
5
1
0

万
円
程
度
の
減
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
保
険
料
徴
収
と
経
費
削

減
の
努
力
が
数
字
と
し
て
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

以
上
に
よ
り
賛
成
す
る
。

　

予
算
総
額
は
1
億
4
6
2
0
万

6
千
円
で
、
市
債
の
借
り
か
え
完

了
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
25
・

1
%
（
4
8
8
8
万
9
千
円
）
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
使

用
料
改
定
に
よ
る
増
収
分
は
約
2

6
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

賛
成
23
（
五
・
誠
・
新
・
公
・

市
）
、
反
対
4
（
共
・
争
）
に
よ

り
可
決
。
※
欠
席
2
（
五
・
誠
）

　

反
対
（
共
）
使
用
料
の
引
き
上

げ
に
よ
り
、
市
民
負
担
が
ふ
え
て

い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

5
年
、
10
年
後
に
引
き
上
げ
が
で

き
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
の

で
、
今
後
、
大
幅
な
値
上
げ
を
容

認
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

健
全
経
営
の
名
の
も
と
に
一
般
会

計
の
繰
り
入
れ
を
削
減
し
、
借
入

金
返
済
の
た
め
に
使
用
料
を
引
き

上
げ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
り
反
対
す
る
。

　

賛
成
（
公
）
使
用
料
改
定
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
頼
ら

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

国
庫
負
担
を
増
額
し
な
け
れ
ば

健
全
運
営
は
不
可
能

討　

論

保
険
給
付
費
の
減
額
は

適
切
な
判
断

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

制
度
そ
の
も
の
に
反
対

討　

論

特
別
・
企
業
会
計
予
算
を
可
決

特
別
・
企
業
会
計
予
算
を
可
決

経
費
削
減
等
の
努
力
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

使
用
料
の
引
き
上
げ
が
問
題

討　

論

使
用
料
改
定
は
健
全
経
営
を

目
指
し
て
行
わ
れ
る
も
の
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特　別　会　計

企　業　会　計

な
い
健
全
経
営
を
目
指
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
も
見
直
さ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
る
。

　

定
期
的
な
使
用
料
改
定
は
、
経

営
の
安
定
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る

が
、
負
担
増
を
抑
え
る
経
営
努
力

と
、
き
め
細
や
か
な
広
報
に
よ
り
、

健
全
で
安
定
し
た
事
業
運
営
が
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
賛
成
す
る
。

　

予
算
総
額
は
61
億
2
8
5
万
円

で
、
市
債
の
借
り
か
え
の
完
了
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
22
・
4
%

（
17
億
6
3
9
1
万
2
千
円
）
減

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
使
用
料

改
定
に
よ
る
増
収
分
は
約
1
億
9

8
0
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

賛
成
23
（
五
・
誠
・
新
・
公
・

市
）
、
反
対
4
（
共
・
争
）
に
よ

り
可
決
。
※
欠
席
2
（
五
・
誠
）

　

反
対
（
共
）
使
用
料
の
平
均
15

%
の
値
上
げ
に
基
づ
く
予
算
で
あ

り
、
所
得
の
低
い
世
帯
へ
の
負
担

が
大
き
く
な
り
、
暮
ら
し
を
圧
迫

す
る
。
ま
た
、
管
理
費
は
、
こ
れ

ま
で
の
使
用
料
で
賄
え
て
い
る
。

18
年
度
か
ら
資
本
費
に
係
る
経
費

に
使
用
料
を
充
当
し
て
も
い
い
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
使
用
料
を

引
き
上
げ
、
借
入
金
返
済
に
充
て

て
市
民
負
担
を
ふ
や
す
シ
ス
テ
ム

に
な
り
問
題
で
あ
る
。
値
上
げ
を

含
む
予
算
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

賛
成
（
公
）
使
用
料
改
定
は
、

下
水
道
事
業
の
健
全
経
営
を
目
指

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
使
用
料
改
定
と
、
市
債
の
利

子
償
還
金
の
減
額
等
を
合
わ
せ
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
減
額

で
き
て
い
る
。
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
も
、
市
民
の
た
め
の

新
規
施
策
の
糧
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。
こ
れ
以
上
、
市

民
へ
の
負
担
増
を
さ
せ
な
い
と
の

強
い
思
い
で
事
業
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
信
じ
賛
成
す
る
。

会　　計　　名 平成22年度予算額 平成21年度予算額 増　　減

国民健康保険事業特別会計 147億9,000万円 149億1,237万円 △　1億2,237万円

後期高齢者医療事業特別会計 13億1,222万円 13億3,074万円 △　　1,852万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 87億3,320万円 83億5,588万円 3億7,732万円

公共下水道事業特別会計 61億　285万円 78億6,676万円 △17億6,391万円

そ の 他 の 特 別 会 計 ※ 4億8,147万円 6億1,226万円 △　1億3,079万円

※その他の特別会計には、公平委員会、土地取得、駐車場、老人保健、農業集落排水、4財産区の各特別会計の

　合計額を記載しています。

会　　計　　名 平成22年度予算額 平成21年度予算額 増　　減

水道事業会計

収益的
収 入 27億1,612万円 25億7,823万円 1億3,789万円

支 出 25億8,442万円 25億3,319万円 5,123万円

資本的
収 入 9億2,504万円 6億9,151万円 2億3,353万円

支 出 23億5,010万円 17億4,575万円 6億  435万円

病院事業会計

収益的
収 入 128億4,116万円 123億8,314万円 4億5,802万円

支 出 140億9,063万円 136億4,757万円 4億4,306万円

資本的
収 入 11億6,021万円 23億2,521万円 △11億6,500万円

支 出 16億8,616万円 29億7,331万円 △12億8,715万円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

値
上
げ
を
含
む
予
算
に
は

賛
成
で
き
な
い

討　

論

繰
入
金
の
減
額
は

新
規
施
策
の
糧
と
な
る

いわた市議会だより
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業
務
の
予
定
量
は
、
給
水
戸
数

5
万
7
5
2
2
戸
、
年
間
総
給
水

量
1
9
4
0
万
2
3
5
9
㎥
、
一

日
平
均
給
水
量
5
万
3
1
5
7
㎥

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

主
要
な
建
設
改
良
事
業
は
、
老

朽
管
更
新
事
業
に
3
億
1
8
0
0

万
3
千
円
、
水
道
事
業
の
拠
点
施

設
と
な
る
見
付
配
水
場
建
設
に
係

る
水
道
施
設
築
造
事
業
に
8
億
1

2
7
0
万
円
な
ど
で
す
。

　

な
お
、
水
道
料
金
改
定
に
伴
う

増
収
分
と
し
て
約
1
億
6
2
0
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

賛
成
24
（
五
・
誠
・
新
・
公
・

市
・
争
）
、
反
対
3
（
共
）
に
よ

り
可
決
。
※
欠
席
2
（
五
・
誠
）

　

反
対
（
共
）
今
回
の
予
算
に
は
、

平
均
約
9
%
の
水
道
料
金
引
き
上

げ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
赤

字
に
な
る
か
ら
値
上
げ
だ
と
し
て
、

住
民
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
の
は

問
題
で
あ
る
。
住
民
福
祉
の
向
上

の
立
場
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
が
必
要
と
考
え
る
。

　

基
本
水
量
以
下
の
世
帯
が
1
万

世
帯
も
あ
り
、
受
益
者
負
担
と
い

う
の
な
ら
、
使
っ
た
だ
け
料
金
を

支
払
う
制
度
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

水
道
料
金
は
引
き
下
げ
て
ほ
し
い

と
の
住
民
の
願
い
に
逆
行
す
る
予

算
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

賛
成
（
五
）
今
回
の
予
算
は
、

21
年
11
月
議
会
で
厳
し
い
経
済
情

勢
を
勘
案
し
て
、
改
定
幅
を
9
%

に
抑
え
た
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
が
可
決
さ
れ
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
料
金
の
値
上
げ
は
確
か
に
市

民
の
負
担
を
ふ
や
す
も
の
だ
が
、

財
政
の
健
全
化
の
た
め
に
は
、
や

む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
自
己
水
が
水
質
、

水
量
の
点
で
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
県
水
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
妥
当
と
考
え
る
。

　

以
上
に
よ
り
賛
成
す
る
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
は
先
般
、
飢
餓

人
口
が
10
億
人
を
突
破
し
た
こ
と
を
公
表
し
、「
金
融

危
機
が
途
上
国
を
含
む
多
く
の
国
の
農
業
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
食
糧
危
機
は
、
今
後
ま
す
ま
す
深
ま
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
警
告
し
て
い
る
。
深
刻
な
世
界
の

食
糧
問
題
の
解
決
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
主
要
食
糧

の
増
産
を
図
り
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
以
外

に
な
い
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
の
日
米
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締

結
は
、
日
本
農
業
に
壊
滅
的
打
撃
を
も
た
ら
し
、
安

全
で
安
心
な
国
内
産
の
食
糧
を
求
め
る
国
民
の
願
い

に
背
く
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
的
な
食
糧
問
題
の
解

決
に
も
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
工
業
製
品
の

多
く
は
関
税
が
取
り
払
わ
れ
て
お
り
、
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

締
結
の
相
手
国
の
ね
ら
い
は
農
産
物
の
関
税
を
撤
廃

す
る
こ
と
に
あ
り
、
一
旦
交
渉
が
始
ま
れ
ば
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
、
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
食
糧
を
さ
ら
に
外
国

に
依
存
す
る
政
策
と
決
別
し
、
世
界
の
深
刻
な
食
糧

需
給
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
40
%
程
度
に
過
ぎ
な

い
日
本
の
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
方
向
に
大
き

く
踏
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
日
本
農
業
を
守
る

た
め
ア
メ
リ
カ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
を
見
直
し
、

日
本
の
食
料
自
給
率
を
高
め
る
政
策
を
推
進
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　

現
在
、
全
国
の
茶
産
地
で
は
恵
ま
れ
た
気
象
や
立

地
条
件
を
生
か
し
、
平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
約

9
万
ト
ン
の
荒
茶
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
茶
業
情
勢
を
見
る
と
、
世
界
的
な
経
済
情

勢
の
悪
化
に
加
え
、
生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

リ
ー
フ
茶
を
中
心
に
緑
茶
の
消
費
量
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
市
場
価
格
は
低
迷
し
続
け
、
こ
の
ま
ま

で
は
茶
産
地
の
存
続
は
お
ろ
か
、
産
業
と
し
て
の
衰

退
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
に
至
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
茶
業
界
の
危
機
的
な
状
況
は
、

こ
れ
ま
で
土
地
の
集
積
、
茶
園
の
造
成
、
茶
工
場
経

営
、
販
路
開
拓
な
ど
に
努
力
し
続
け
て
き
た
茶
業
者

が
、
そ
れ
ら
の
努
力
が
報
わ
れ
な
い
ま
ま
将
来
の
展

望
を
断
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
事
態
に
陥
る
こ

と
に
も
な
り
、
そ
れ
は
単
に
茶
業
者
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
我
が
国
の
伝
統
文
化
の
継
承
、
農
業
・
農

村
の
活
性
化
、
地
域
経
済
の
発
展
へ
及
ぼ
す
影
響
や

損
失
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
今
一
度
我
が
国
の
茶
業
政
策
を
見
直
し
、

茶
業
界
が
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
か
つ
健
全
な
発
展

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
を
重
点
と
す
る
適

切
な
施
策
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

1 　

茶
生
産
者
価
格
の
低
迷
に
対
す
る
、
需
給
動
向

に
即
し
た
茶
業
の
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
発
展
を

図
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

2 　

産
地
に
お
け
る
茶
園
の
改
植
や
製
茶
工
場
の
施

設
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

3　

新
た
な
需
要
開
拓
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

　

を
強
化
す
る
こ
と
。

 

◎
日
本
農
業
を
守
る
た
め
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
推
進
路
線
の
見
直
し
を
求
め
る

 　

意
見
書
（
要
旨
）

　

（
内
閣
総
理
・
農
林
水
産
各
大
臣
、
衆
・
参
両
院
議
長
あ
て
）

 

◎
茶
業
振
興
に
関
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

　

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
財
務
・
経
済
産
業
・
農
林
水
産
各
大
臣
、
衆
・
参
両
院
議
長
あ
て
）

水
道
事
業
会
計
予
算

市
民
の
願
い
に逆

行
す
る
予
算

討　

論

財
政
の
健
全
化
の
た
め
に
は

や
む
を
得
な
い
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本会議・委員会を傍聴してみませんか

―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

安
心
・
安
全

女
性
防
災
ク
ラ
ブ
の
位
置

づ
け
と
、
今
後
期
待
す
る
こ
と
は
。

家
庭
内
で
の
視
点
か
ら
、

火
災
予
防
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
在
の
4

ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
に
加
え
、
他

地
域
で
の
自
発
的
な
ク
ラ
ブ
結
成

な
ど
を
支
援
し
た
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
と
、
設
置
率
向
上
の
考
え
は
。

豊
岡
地
区
既
存
住
宅
1
5

7
9
世
帯
の
設
置
率
は
53
・
8
%

で
あ
る
。
自
治
会
等
へ
の
説
明
会

等
に
加
え
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を

中
心
に
役
割
等
を
P
R
し
、
そ
れ

を
家
庭
内
で
話
し
合
っ
て
も
ら
い

た
い
。
女
性
防
災
ク
ラ
ブ
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

自
治
会
長

自
治
会
長
の
仕
事
の
軽
減

と
い
う
観
点
で
の
考
え
は
。

提
出
書
類
の
様
式
も
、
で

き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
考
え
て
い

る
。
で
き
る
軽
減
は
し
た
い
。

支　

所
各
支
所
の
有
効
活
用
と
し

て
、
現
時
点
で
の
考

え
は
。

地
域
の
拠
点

施
設
と
し
て
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

福
田
支
所
は
免
震
構

造
を
生
か
し
市
等
の

事
務
所
と
し
て
、
竜

洋
支
所
は
歴
史
文
書

館
を
中
心
に
市
等
の
事
務
所
と
し

て
、
豊
田
支
所
は
市
民
の
活
動
・

交
流
の
拠
点
施
設
と
し
団
体
等
の

事
務
所
と
し
て
、
豊
岡
支
所
は
図

書
館
機
能
の
移
転
先
及
び
地
域
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
活
用
を
図
り
た
い
。

情
報
宣
伝

広
報
い
わ
た
を
月
1
回
に

す
る
こ
と
で
、
情
報
量
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
か
。
ま
た
、
新
た

な
手
法
を
講
ず
る
考
え
は
。

行
政
か
ら
の
一

方
通
行
的
な
情
報
提
供

と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

内
容
の
変
更
を
含
め
、

情
報
の
質
の
向
上
等
を

行
う
。
ま
た
、
広
報
戦

略
会
議
を
設
置
し
、
よ

り
効
果
的
な
広
報
の
推

進
に
努
め
る
。

討
が
必
要
と
考
え
る
。

防　

災
法
改
正
で
す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
猶
予
期
間
を

過
ぎ
て
い

る
が
今
後

の
対
応
は
。

豊

岡
地
区
を

例
に
と
れ

ば
既
存
住

宅
で
の
設

置
率
は
53
・
8
%
で
あ
る
。
よ
り

有
効
な
周
知
方
法
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
。高

齢
者
世
帯
へ
の
火
災
警

報
器
の
設
置
の
支
援
は
。

自
分
で
設
置
で
き
な
い
場

合
は
連
絡
を
い
た
だ
き
、
消
防
職

員
が
取
り
付
け
て
い
る
。

で
あ
る
。
委
託
料
が
大
幅
に
変
わ

ら
な
い
限
り
、
現
状
の
自
己
負
担

は
お
願
い
し
た
い
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

設
置
状
況
と
課
題
、
支
援
策
は
。

設
置
は
13
地
区
と
な
り
、

課
題
は
、
個
別
の
自
治
会
等
で
の

温
度
差
等
で
あ
る
。
市
社
協
へ
の

補
助
金
を
通
じ
事
務
事
業
に
助
成

を
行
い
、
打
ち
合
わ
せ
時
か
ら
市

職
員
も
出
席
し
、
支
援
し
て
い
る
。

子
育
て

保
育
所
待
機
児
童
の
現
状

と
具
体
的
な
解
消
策
は
。

1
月
1
日
現
在
の
待
機
児

童
数
は
1
6
5
人
で
、
前
年
比
7

人
減
で
あ
る
。
解
消
策
と
し
て
、

保
育
士
確
保
に
努
め
、
施
設
も
最

大
限
利
用
す
る
。
ま
た
、
第
4
希

望
以
下
ま
で
把
握
し
た
上
で
保
育

園
と
さ
ら
に
詳
細
に
調
整
し
た
い
。

国
は
私
立
保
育
所
運
営
費

国
庫
負
担
金
等
の
一
般
財
源
化
を

検
討
し
て
い
る
。
問
題
で
あ
る
と

考
え
る
が
見
解
は
。

少
な
く
と
も
子
ど
も
手
当

の
財
源
を
生
み
出
す
た
め
の
み
の

議
論
は
拙せ

っ
そ
く速

で
あ
り
、
十
分
な
検

医
療
・
福
祉

国
保
の
特
定
健
診
料
金
の

自
己
負
担
は
1
7
0
0
円
で
、
本

市
が
県
内
で
一
番
高
く
な
る
。
軽

減
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
。

市
独
自
の
検
査
も
取
り
入

れ
、
県
内
で
最
も
充
実
し
た
内
容

　議会の活動や市政の様子を知る

ために、議会を傍聴されてみては

いかがでしょうか。簡単な手続き

で、傍聴することができます。

　傍聴を希望する方は、傍聴した

い本会議または常任委員会等の当

日、受付（本庁舎５階議会事務局内）

で住所・氏名を記入し、傍聴券を

受け取ってから、本庁舎６階の議

場または委員会室にお入りくださ

い。団体の場合は、代表の方が手

続きをしていただければ結構です。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
／
自
治
会
長
の
役
割

各
支
所
の
活
用
／
情
報
宣
伝

新
磐
田　

加 

藤 

文 

重　

議　

員

医
療
・
福
祉
施
策
の
充
実
を

子
育
て
施
策
の
充
実
を
／
防
災
対
策

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

高 

梨 
俊 
弘　

議　

員

福田支所福田支所

住宅用火災警報器住宅用火災警報器

いわた市議会だより
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行
財
政
課
題

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い

て
の
今
後
の
展
開
は
。

構
想
の
活
用
は
、
先
進
事

例
の
動
向
や
国
の
支
援
を
踏
ま
え
、

周
辺
市
町
と
の
役
割
分
担
を
し
な

が
ら
広
域
的
な
活
性
化
を
図
る
手

段
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、
今
後

の
広
域
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
と
コ
ン
ビ
ニ
と
の
さ
ら

な
る
連
携
の
拡
大
は
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
だ
け
で
な

く
、
住
民
票
な
ど
の
発
行
等
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
と
あ
わ
せ
、
防
犯
、
青

少
年
健
全
育
成
な
ど
包
括
的
な
連

携
に
つ
い
て
も
研
究
・
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て

認
可
外
保
育
所
を
対
象
に

認
証
保
育

所
制
度
導

入
の
考
え

は
。

現

時
点
で
考

え
て
い
な

い
。
市
は

認
可
外
保
育
施
設
に
必
要
な
補
助

を
し
て
お
り
、
22
年
度
は
施
設
職

員
の
健
康
診
断
実
施
に
対
す
る
補

助
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

便
色
カ
ラ
ー
シ
ー
ト
交
付

等
に
よ
り
、
乳
幼
児
の
胆
道
閉
鎖

子
育
て

子
ど
も
手
当
支
給
に
伴
う

対
象
者
と
市
の
負
担
・
事
務
量
や

各
種
控
除
廃
止
に
よ
る
影
響
は
。

2
万
3
8
0
0
人
、
3
億

9
9
0
0
万
円
と
見
込
み
、
手
当

認
定
請
求
書
の
送
付
や
支
払
い
事

務
の
増
加
を
想
定
し
て
い
る
。
住

民
税
全
体
の
影
響
額
は
、
個
人
の

所
得
状
況
に
差
異
が
あ
り
算
出
で

き
な
い
が
、
国
保
税
で
は
扶
養
控

除
の
廃
止
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

子
ど
も
の
通
院
費
助
成
を

拡
大
し
な
い
理
由
は
。

助
成
に
よ
り
早
期
受
診
を

促
す
効
果
が
あ
る
が
、
拡
大
に
よ

り
財
政
的
負
担
増
等
が
懸
念
さ
れ
、

現
時
点
で
拡
大
の
考
え
は
な
い
。

農
林
水
産
業

市
長
の
農
業
、
林
業
、
水

産
業
の
政
策
は
。

農
業
は
、
担
い
手
育
成
や

農
地
の
集
積
な
ど
を
推
進
し
、
林

業
は
、
林
道
等
の
計
画
的
整
備
な

ど
を
継
続
し
、
水
産
業
は
、
シ
ラ

ス
な
ど
の
P
R
活
動
へ
の
助
成
等

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

担
い
手
育
成
と
支
援
は
。

高
品
質
農
産
物
の
生
産
活

動
等
の
推
進
の
た
め
、
中
核
農
業

者
協
議
会

に
支
援
を

行
う
。
ま

た
、
新
た

な
担
い
手

育
成
の
た

め
、
耕
作

放
棄
地
解

消
も
視
野
に
入
れ
た
新
規
就
農
者

育
成
等
に
も
努
め
る
。

教　

育
ふ
る
さ
と
先
生
の
現
状
と

課
題
、
35
人
学
級
編
制
の
拡
大
は
。

小
中
学
校
に
36
名
を
配
置

し
て
い
る
が
、
優
秀
な
人
材
確
保

等
が
課
題
で
あ
る
。
県
の
35
人
学

級
編
制
は
、
22
年
度
は
小
学
6
年

と
中
学
全
学
年
を
対
象
と
し
、
今

後
、
順
次
拡
大
の
見
込
み
で
あ
る
。

教
育
振
興
事
業
費
削
減
に

伴
う
現
状
と
課
題
は
。

各
学
校
の
教
育
用
機
材
等

の
購
入
経
費
な
ど
で
あ
る
が
、
削

減
に
よ
り
体
育
用
マ
ッ
ト
等
の
教

育
用
備
品
の
購
入
見
送
り
な
ど
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

症
を
早
期
発
見
す
る
考
え
は
。

早
期
発
見
に
役
立
つ
こ
と

か
ら
、
22
年
度
か
ら
取
り
入
れ
る

方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

安
心
・
安
全

か
か
り
つ
け
医
や
持
病
等

の
医
療
情
報
等
を
収
納
し
た
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
検
討
は
。

キ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
情
報

等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
22
年

度
に
は
、
消
防
等
と
連
携
を
図
り
、

試
行
的
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
者

等
に
呼
び
か
け
、
製
作
と
家
庭
内

へ
の
配
置
を
進
め
て
い
き
た
い
。

多
重
債
務
者
の
包
括
的
な

生
活
再
建
支
援
の
検
討
は
。

市
民
生
活
の
向
上
や
、
滞

納
改
善
へ
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
庁
内
の
関
係
課

を
集
め
、
実
施
内
容
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

安
全
・
安
心

今
ノ
浦
川
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

や
引ひ

き
て
い堤

、

架
橋
事
業
の
状
況
は
。

現
在
、
県
が
築ち

く
て
い堤
盛も

り
土ど

工こ
う

や
河か

道ど
う

掘く
っ

削さ
く

工こ
う

を
進
め
て
い
る
。

仙
体
橋
の
落
橋
は
、
架
け
替
え
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
住
民
に
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
胸
襟
を
開
い
て

引
き
続
き
誠
実
に
対
処
し
て
い
き

た
い
。
今
ノ
浦
川
の
新
橋
も
、
県

施
工
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
22
年

度
完
成
予
定
と
見
込
ん
で
い
る
。

今
ノ
浦
川
総
合
内
水
対
策

緊
急
事
業
が
進
み
、
上
流
の
流
下

が
一
気
に
早
ま
る
と
考
え
る
。
大

潮
等
と
重
な
る
と
、
下
流
地
域
の

大
災
害
が
想
定
さ
れ
る
が
見
解
は
。

逆
流
防
止
樋ひ

門も
ん

等
の
ハ
ー

ド
対
策
や
ポ
ン
プ
運
転
の
ル
ー
ル

化
を
図
る
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
進

行
財
政
課
題

子
育
て
／
安
心
・
安
全

公
明
党
磐
田　

小 

野 

泰 

弘　

議　

員

教
育
／
子
育
て
支
援

農
林
水
産
業

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

稲 

垣 

あ 

や 

子　

議　

員

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

市
立
総
合
病
院
の
充
実五

和
会　

加 

藤 

治 

吉　

議　

員

ー 8ー
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